
教材・教具名 「視覚的な音楽教材」 

 

                      所属部署 中学部  

 

１ 対象となる幼児児童生徒 

  中学部２・３年生 

 

２ 教材を使用する活動 

  音楽 

 

３ ねらい 

 ・文字が読めなくても、絵や写真をみることで、意欲的に活動に取り組むことができる。 

・視覚的に示すことによって、歌詞の意味を理解し、イメージして歌うことができるに

うにする。 

教材の使い方 配慮点 

○リズムアンサンブル 

「みんなでリズムアンサンブルを楽しもう！」 

 

 

 

 

 

  

○歌唱教材 

「夢の世界を」 

  

「翼をください」 

「夏の思い出」 

 

 

 

 

 

 

○文字の読めない生徒も、写真を見てわかる

ようにする。 

○視覚的に困難を生じる生徒へは、スイッチ

を活用し、役割として、スイッチを押すこ

とで、画面が変わり、皆がリズムを手拍子

や言葉で表出することができるようにす

る。 

○提示する 3 文字、5 文字の単語も生徒から

引き出し、視覚的に提示していく。 

 

○実際の様子など、具体的な写真を活用し、

イメージしやすくする。 

○子ども達の夢を実際に合成写真として、表

すことで、イメージを膨らませると共に、

意欲がわくように工夫する。 

 

○広い世界がイメージできるような、空や海

が写った、きれいな写真を活用する。 

○写真やイラストを、言葉でも伝えるように

し、皆に雰囲気を感じ取れるようにする。 

○具体的に伝わるように、できるだけ写真を

使うように教材集めを行う。 

 

 

○「尾瀬」の様子が少しでも伝わるように、

風景写真を多く活用する。 

○歌詞の意味の確認を行うと共に、写真で提

示するようにする。 

 

 



○器楽演奏 

「アメージンググレイス」 

   

 

○生徒が自分で、自主的に練習ができるよう

に、音源に合わせて楽譜が進行する画像の作

成を行った。画像を流すことで、自分の楽器

の準備ができたら、曲に合わせて練習に取り

組むことができる。また、自分の鳴らす場所

が分かるように生徒の写真を挿入し、より自

主的・意欲的に取り組むことができるように

工夫した。 

 


